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曇
り
空
に
時
折
晴
れ
間
が

の
ぞ
く
中
、
10
月
18
日
午
前

10
時
、
大
太
鼓
が
境
内
に
鳴

り
響
き
、
宮
司
・
神
職
が
参

進
。
本
殿
の
所
定
の
座
に
着

い
た
。
国
歌
斉
唱
に
続
い
て

本
殿
内
陣
の
御
扉
が
開
か

れ
、
神
饌
、
初
献
の
神
酒
が

供
え
ら
れ
た
。
靖
國
神
社
で

は
、ウ
イ
ス
キ
ー
、ビ
ー
ル
、

タ
バ
コ
な
ど
他
の
神
社
で
は

見
ら
れ
な
い
品
々
を
含
め
、

英
霊
を
慰
め
る
た
め
に
計
五

十
台
の
神
饌
が
春
・
秋
の
例

大
祭
の
際
に
供
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
宮
司
は
神
前
に

進
み
祝
詞
を
奏
上
し
、
英
霊

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。
二

献
の
神
酒
を
供
え
た
後
、
勅

使
・
十
時
和
孝
（
と
と
き
か

ず
た
か
）
掌
典
が
御
幣
物
を

奉
じ
て
参
向
し
、
本
殿
の
所

定
の
座
に
着
い
た
。
宮
司
は

御
幣
物
を
神
前
に
奉
奠
。
続

い
て
勅
使
は
神
前
に
進
み
御

祭
文
を
奏
上
し
、
宮
司
が
こ

れ
を
内
陣
に
納
め
た
。
勅
使

は
玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
し

た
。

　

勅
使
・
随
員
の
下
向
後
、

「
鎭
魂
頌
」「
靖
國
神
社
の
歌
」

が
奉
奏
さ
れ
、
三
献
の
神
酒

を
供
え
た
後
、
宮
司
が
玉
串

を
奉
っ
て
拝
礼
。
宮
司
に
続

き
、
特
別
参
列
者
お
よ
び
崇

敬
者
総
代
が
本
殿
に
進
み
、

玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
し
た
。

午
後
三
時
、
御
幣
物
・
神
饌

が
撤
せ
ら
れ
た
後
、
宮
司
が

御
扉
を
閉
じ
、
秋
季
例
大
祭

当
日
祭
は
滞
り
な
く
修
め
ら

れ
た
。

　
な
お
、
18
日
の
午
後
に
は

瑶
子
女
王
殿
下
が
参
拝
さ
れ

た
。

　

秋
季
例
大
祭
の
期
間
中
、

境
内
で
は
各
流
派
家
元
に
よ

る
献
華
展
や
奉
納
菊
花
展
、

能
楽
堂
で
は
各
種
奉
納
芸
能

が
行
わ
れ
、
17
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
剣
詩
舞
、
日
本
舞

踊
、
古
武
道
、
琵
琶
楽
、
琉

球
舞
踊
、
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ

な
ど
様
々
な
芸
能
が
、
多
く

の
参
拝
者
が
見
守
る
中
、
奉

納
さ
れ
た
。

　
靖
國
神
社
の
遊
就
館
で
は
、

終
戦
80
年
に
あ
た
り
日
本
画

家
・
小
早
川
秋
聲
（
こ
ば
や

か
わ
し
ゅ
う
せ
い
）
の
作
品

展
が
11
月
21
日
ま
で
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
展
示
は
、
作

品
を
所
有
す
る
京
都
霊
山
護

国
神
社
か
ら
『
多
く
の
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
』
と

の
作
者
の
遺
志
に
沿
い
、
同

館
で
の
展
示
依
頼
が
あ
り
、

実
現
し
た
。
代
表
作
『
国
之

楯
』
の
他
、
計
8
点
が
3
期

に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
1
期
は『
国
之
楯
』、『
護

国
（
御
旗
）』、『
護
国
（
御

旗
）
の
裏
書
』。
第
２
期
は

『
国
之
楯
』、『
日
本
刀
』、『
浄

魂（
突
撃
）』。
第
３
期
は『
国

之
楯
』、『
出
陣
の
朝
』、『
業

火（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
）』、

『
護
国
の
英
霊
』
が
展
示
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
小
早
川
秋
聲
（
１
８
８
５

〜
１
９
７
４
）
は
鳥
取
県
光

徳
寺
住
職
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
幼
く
し
て
得
度
す
る

が
画
家
を
志
し
、
京
都
で
山

本
春
挙
に
師
事
し
た
。
北
京

で
東
洋
美
術
を
、
渡
欧
し
て

西
洋
美
術
を
学
ぶ
。
１
９
１

４
年
に
『
こ
だ
ま
し
た
後
』

で
文
展
初
入
選
。
満
州
事
変

以
降
は
従
軍
画
家
と
し
て
多

く
の
戦
争
記
録
画
を
描
き
、

代
表
作
『
国
之
楯
』
で
知
ら

れ
る
。
戦
後
は
画
壇
に
属
さ

ず
、
宗
教
画
を
中
心
に
制
作

し
た
。

　
ま
た
、
書
家
・
栗
原
光
峯

氏
に
よ
る『
安
寧
』

と
、
二
松
学
舎
大

学
付
属
高
等
学
校

書
道
部
に
よ
る

『
仁
愛
』
の
揮
毫

が
、10
月
1
日
か

ら
12
月
24
日
ま
で

展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
9
月
21

日
の
国
連
「
国
際

平
和
デ
ー
」に
、和

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
に
よ

り
慰
霊
と
追
悼
、

そ
し
て
平
和
を
祈

念
し
て
靖
國
神
社

境
内
で
奉
納
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　
東
京
都
千
代
田
区
の
靖
國
神
社
（
大
塚
海
夫
宮
司
）
で

令
和
7
年
秋
季
例
大
祭
が
10
月
17
日
の
清
祓
か
ら
始
ま
り

19
日
ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
り
斎
行
さ
れ
た
。

　
８
月
に
出
版
さ

れ
た
『
神
と
科
学

̶

世
界
は
「
何
」

を
信
じ
て
き
た
の

か
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
）

は
、
天
地
子
が
最

近
読
ん
だ
中
で
興
味
深
い

本
だ
っ
た
▼
著
者
の
二
人

の
フ
ラ
ン
ス
人
は
科
学
が

専
門
だ
が
、
本
書
執
筆
の

目
的
を
「
創
造
神
が
存
在

す
る
か
ど
う
か
を
考
え
る

た
め
に
必
要
な
要
素
を
提

供
す
る
こ
と
」だ
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
宗
教

と
科
学
に
つ
い
て
論
じ
た

書
は
あ
っ
た
が
、
本
書
は

宇
宙
論
か
ら
生
物
学
や
生

命
科
学
、
数
学
を
は
じ
め
、

哲
学
や
聖
書
な
ど
様
々
な

分
野
の
歴
史
と
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
お
り
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
25
万
部
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い

う
▼
こ
れ
ら
の
研
究
成
果

を
あ
げ
た
上
で
、唯
物
論
に

は
合
理
的
な
根
拠
が
全
く

な
く
、「
個
人
主
義
と
あ
ら

ゆ
る
道
徳
的
な
観
念
の
拒

否
を
、知
的
に
正
当
化
す
る

以
上
の
も
の
で
は
な
い
」と

強
調
し
て
い
る
。宗
教（
信

仰
）と
科
学
に
共
通
す
る
も

の
、人
間
観
と
世
界
観
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
意
欲
作

だ
▼
歴
史
的
な
発
見
を
し

た
科
学
者
の
中
で
信
仰
を

持
つ
人
も
少
な
く
な
い
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
美
し
い
天

体
は
知
性
を
備
え
た
強
力

な
実
力
者（
神
）の
意
図
が

あ
っ
て
初
め
て
存
在
す
る

と
書
き
残
し
て
い
る（
三

田
一
郎『
科
学
者
は
な
ぜ

神
を
信
じ
る
の
か
』）。

世
界
平
和
を
祈
願
、英
霊
に
感
謝
の
誠
捧
げ
る

参進する大塚海夫宮司および祭員＝10月18日、東京都千代田区の靖國神社

靖
國
神
社
で
秋
季
例
大
祭

東京都千代田区

日本画家・小早川秋聲作品展、左から『国之楯』（昭和19年）、『日本
刀』（昭和14年）、『浄魂（突撃）』（昭和14年）、京都霊山護国神社蔵


